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１．市民アンケート調査概要 1

◆市民の日常の移動実態やバリアフリーに対する意見・意向を的確に把握するため、郵送アンケート・小中学
生アンケート・そらいえ利用者アンケートの3種類の調査を実施した。

郵送アンケート 小中学生アンケート調査 そらいえ利用者アンケート調査

調査目的
施設の利用状況や、バリアフリーに関する課
題および満足度を把握し、今後の整備に役
立てるため

子どもたちの日常の移動や学校生活におけ
るバリアフリーに関する意識を把握するため

子育て世代や乳幼児を持つ保護者の視点か
ら、施設利用や移動に関する意見を把握す
るため

調査期間 R7.11.17(月)～12.5(金) 「郵送アンケート」と同期間 「郵送アンケート」と同期間

調査手法
配布：郵送
回収：Web（Microsoft Forms）、郵送

配布：Web（Microsoft Forms）
回収：Web（Microsoft Forms）

配布：そらいえに留置き
回収：Web（Microsoft Forms）

調査対象

三沢市に居住する18歳以上の男女※

※身体障がい者、知的障がい者、精神障が
い者等を含む

三沢市内の小中学校に通う、小学６年生・中
学２年生※

※身体障がい者、知的障がい者、精神障が
い者等を含む

キッズセンターそらいえを利用する保護者

配布票数・
回収票数

配布票数：2,000票
回収票数：707票（回収率：35.4％）

配布票数：604票
回収票数：566票（回収率：93.7%）

配布票数：－
回収票数：2票

▼市民アンケート調査概要



２．市民アンケート調査結果 2

◆小学生が304名、中学生が262名回答しており、18歳以降では60代の回答が最多であった。
◆子どもがいる回答者のうち、ベビーカーを利用するのは50名であった。

（1）個人属性（性別～ベビーカー利用）

郵送アンケート

（707票）

小中学生アンケート

（566票）

そらいえ利用者

アンケート（2票）

合計

（1,275票）

(人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%)

性別

男性 292 41.3 289 51.1 2 100.0 583 45.7

女性 317 44.8 261 46.1 0 0.0 578 45.3

回答しない 6 0.8 16 2.8 0 0.0 22 1.7

無回答 92 13.0 0 0.0 0 0.0 92 7.2

年齢

小学生 － 304 53.7 － 304 23.8

中学生 － 262 46.3 － 262 20.5

18 ～ 29 歳 59 8.3 － 0 0.0 59 4.6

30 ～ 39 歳 94 13.3 － 1 50.0 95 7.5

40 ～ 49 歳 108 15.3 － 1 50.0 109 8.5

50 ～ 59 歳 115 16.3 － 0 0.0 115 9.0

60 ～ 69 歳 140 19.8 － 0 0.0 140 11.0

70 ～ 79 歳 119 16.8 － 0 0.0 119 9.3

80歳以上 62 8.8 － 0 0.0 62 4.9

無回答 10 1.4 0 0.0 0 0.0 10 0.8

お子さんの有無

いる 364 51.5 － 0.0 2 100.0 366 51.6

いない 329 46.5 － 0.0 0 0.0 329 46.4

無回答 14 2.0 0 0.0 0 0.0 14 1.6

自身または両親の

ベビーカー利用の有無

利用している 29 8.0 21 6.8 0 0.0 50 7.4

利用していない 324 89.0 289 93.2 2 100.0 615 91.0

無回答 11 3.0 0 0.0 0 0.0 11 1.6
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２．市民アンケート調査結果 3

◆障がい者手帳を持っているのは40名であり、種別では下肢機能障がいが最多であった。
◆補助具を利用しているのは32名であり、補助具としては杖や手動車いすを利用される方が多い。

（1）個人属性（障がい者手帳～補助具）

郵送アンケート

（707票）

小中学生アンケート

（566票）

そらいえ利用者

アンケート（2票）

合計

（1,275票）
(人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%)

障がい者手帳の有無

持っている 34 4.8 6 1.1 0 0.0 40 3.1

持っていない 655 92.6 560 98.9 2 100.0 1,217 95.5

無回答 18 2.5 0 0.0 0 0.0 18 1.4

障がい者の種別

下肢機能障がい 14 41.2 0 0.0 0 0.0 14 35.0

上肢機能障がい 1 2.9 0 0.0 0 0.0 1 2.5

聴覚平衡機能障がい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

視覚機能障がい 1 2.9 0 0.0 0 0.0 1 2.5

内部障がい 6 17.6 0 0.0 0 0.0 6 15.0

精神障がい 5 14.7 0 0.0 0 0.0 5 12.5

知的障がい 3 8.8 1 16.7 0 0.0 4 10.0

その他 2 5.9 3 50.0 0 0.0 5 12.5

無回答 2 5.9 2 33.3 0 0.0 4 10.0

介助の必要性

いつも介助者と移動 10 1.4 5 0.9 0 0.0 15 1.2

たまに介助者と移動 23 3.3 11 1.9 0 0.0 34 2.7

介助者なしで移動 621 87.8 550 97.2 2 100.0 1,173 92.0

無回答 53 7.5 0 0.0 0 0.0 53 4.2

補助具利用の有無

利用している 28 4.0 4 0.7 0 0.0 32 2.5

利用していない 646 91.4 562 99.3 2 100.0 1,210 94.9

無回答 33 4.7 0 0.0 0 0.0 33 2.6

最も利用する補助具

手動車いす 6 21.4 2 50.0 0 0.0 8 25.0

電動車いす 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

杖（つえ） 18 64.3 2 50.0 0 0.0 20 62.5

手押し車 1 3.6 0 0.0 0 0.0 1 3.1

白杖 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他 2 7.1 0 0.0 0 0.0 2 6.3

無回答 1 3.6 0 0.0 0 0.0 1 3.1
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２．市民アンケート調査結果 4

◆障がい者手帳を持っていないと回答した方のうち、70歳以上においては介助者と移動する割合が高くなる
傾向がみられる。

（2）移動時の状況 4



２．市民アンケート調査結果 5

◆下肢機能障がいや視覚機能障がいにおいて、補助具を利用している割合が高い傾向がみられる。
◆70歳以上においては補助具を利用する割合が高くなる傾向がみられる。

（2）移動時の状況 5



２．市民アンケート調査結果 6（3）外出状況 6

障
が
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者
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※5.0%未満は非表示

◆下肢機能障がいや上肢機能障がい、内部障がいの方においては月に2～3回程度の外出頻度もみられ、全
体に比べて外出頻度が低い傾向がみられる。



２．市民アンケート調査結果 7

◆前回調査時に引き続き、上位を商業施設が占めている。その一方で、三沢市外のトライアルやイオンモール
下田が上位10施設に含まれている。

（4）外出時の目的地 7



２．市民アンケート調査結果 8

◆全体としては買い物の回答割合が高く、障がい者手帳を持っている方においても買い物の回答割合が最も
高い。

（5）外出目的 8



２．市民アンケート調査結果 9

◆高齢者や子育て世代においても、「買い物」の回答割合が最も高い。

（5）外出目的 9



２．市民アンケート調査結果 10

◆バリアフリー対応が重要な施設について、三沢市役所が最も多く挙げられた。
◆次いで、障がい者手帳を持つ方は三沢駅が挙げられた。

（6）バリアフリー対応が重要な施設 10

【集計方法】

・設問は「重要度が高い施設」の上位1～5位を   選択形式で回答する形式で設定。

・1位を5点、2位を4点、3位を3点、4位を2点、5位を1点として、各回答者の設問に得点付けし、合計得点を集計。



２．市民アンケート調査結果 11

◆バリアフリー対応が重要な施設について、高齢者や子育て世代でも三沢市役所が最も多く挙げられた。
◆次いで、高齢者が公会堂、ベビーカー利用者は保険相談センターとなった。

（6）バリアフリー対応が重要な施設 11

【集計方法】

・設問は「重要度が高い施設」の上位1～5位を   選択形式で回答する形式で設定。

・1位を5点、2位を4点、3位を3点、4位を2点、5位を1点として、各回答者の設問に得点付けし、合計得点を集計。



２．市民アンケート調査結果 12

◆心のバリアフリーの認知度は、全体の約3４%であった。また、「聞いたことがある」も含めた割合は、全体の
約６0％となった。

◆今後、心のバリアフリーを促進していくための有効な取り組みとして、「学校での教育」が最も多く挙げられ、
続いて「疑似体験等、企業、職場での研修」や「高齢者、障がい者等との交流」という実践的な取組みが挙げ
られた。

（7）心のバリアフリーについて

心のバリアフリーの認知度 心のバリアフリーを推進するための有効な取組み

「心のバリアフリー」に関するアンケート（国土交通省総合政策局、令和元年）

→心のバリアフリーを知っていた人の割合は、全体の24%

「バリアフリーに関するアンケート調査結果について（埼玉県戸田市、令和5年）」

→「知っている・聞いたことがある」人の割合は、全体の42%

「心のバリアフリー」に関するアンケート（国土交通省総合政策局、令和元年）

→「メディア（政府広報、TV、WEB、広告等）での啓発」は、全体の72%であり、

次いで「学校等での教育」が69%という結果になった

12

良く知っている

8.5%

ある程度知っている

25.4%

聞いたことはあるが

内容は知らない

26.0%

聞いたことがない

29.3%

わからない

10.8%

（n=6６９）
※無回答除く
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（n=6６９）
※無回答除く
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